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季節のご挨拶

５月は、ほぼ晴れの日が連続
していましたが、６月４日（水）
の東海地方の梅雨入り宣言と
ともに、４日間雨が降り続きました。

しかし、６月８日（日）に函南
中学生の地域奉仕活動（ＤＳＣ）
の一環として開催された「春の
クリーン作戦」の日は、お陰様で
良い天気になり、函南中学生と
ともに楽しい有意義な半日を過ご
すことができました。

今年は、例年以上に想定外の気候
を覚悟する必要があるとのこと
です。想定外の大雪、乾燥、大雨
と続いています。そして夏には
エルニーニョが発生するとのこと。
できるところから、準備をしてゆき
たいものですね。

６月８日「春のクリーン作戦」参加者は、
この４２号会報では、４１号会報で １３名の函南中学生と区民の会の参加者及び
掲載した区民の会の平成２６年度 管理センターの職員の方々５０名弱でしたが
の地区組織の改訂版を掲載する 久しぶりの良い天気に恵まれ、有意義な半日
とともに、平成２６年度からの会員 を過ごすことができました。
世帯への配布方法をお知らせします。
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１．平成２６年度 第１回定例会の報告（ ５月２５日（日）開催）

本日は、２６年度、第１回目 定例会議に出席頂きありがとうございます。
２５年度末、３月３０日に開催された定期総会において、承認を頂いた新役員での
初めての定例会になります。
皆様方の中には、新しく選任された幹事、班長さんが多数おられます。年度初めであり
各部会からの依頼、報告事項等多数ありますので、円滑な会議進行に協力を願います。

申し遅れましたが、私は２６年度、２７年度（２期／２年）の「区民の会」の会長
（ダイヤランド区／区長）に選出されました”丸山正行”です。

今年度役員構成の中で私は、区民の会／会長（区長）、自主防災会／会長、総務部会長
を務めることになりました。
現顧問（前会長）中村さんは、４期／４年を務められました。とはいえ、私の場合は
副会長、及び副自主防災会として強力な相談役である”小桜景如さん”、総務部会
副部会長として”田中真弓さん”、そして、２期目となる役員さん、中村顧問等の強力
なサポートを頂き、この２期／２年の役目が全う出来ますよう、皆様の御協力を頂き
ながら業務を遂行してゆきたいと思っています。宜しくお願いします。
区民の会会報／第４１号にも記載されています”基本方針：信頼と対話”について補足
します。

会長を含め７名の役員が決まらない（会長、自主防災会長、総務部会長は、悲惨な
状態）、その他函南町への推薦委員の民生委員についても、苦労の上、選出される
状態が起きています。このような状況を鑑みて私なりの見解を述べさせて頂きます。

１）「区民の会」は、函南町行政との対応、ダイヤランド管理会社との対応が必要。

２）その中で、最低、毎月／３回（区長は４回）の会議が開催され、出席します。

３）このような中で、かって区民の会発足当初の方々は、年齢の問題もあり、引退され
色々な問題を抱える中で、やる気のある人が少なくなっています。

４）次を担う若い世代が、会の中核に入ってもらえません（仕事が優先）。

５）役員と（幹事、班長、一般会員）間の信頼関係が希薄になっています。

６）「上意下達」の会議と、受け止められる会議の雰囲気です。
（意見が出ない、聞いてもらえない）。

このような状況の中で、「区民の会」の活動に対して無関心のため、
①班長、幹事を引き受け手が無い。
②役員候補が少なくなる。（居ない）

等の問題が起きている現状です。

現状の会長、役員の選出方法については、これを撤回白紙に戻し、改めて皆さんとの
コミュニケーション作りに務めます。

４月２７日に行われた幹事会において、役員から出された、総務部会の業務分担案に
ついては、我々の示した案について、さらに肉付けをした良案が示されました。
このような会議が理想です。出される意見に対し批判をするような事では、健全な意見
交換とは言えません。又、その意見に対し、反対だからといって頭から否定することも
慎むべきであります。
まずは、何を云おうとしているのか、聞くことが大切だと思います。

当然ながら、一般会員の方々に対しても同様、信頼と対話の姿勢で臨みます。
そうする中で、１年、あるいは２年掛かるか、区民の会を引っ張ってゆく、リーダーが
生まれることを信じて！！

１－１会長挨拶 ・・・・ 会長 丸 山 正 行
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１．区長会

１）東駿河湾環状道路開通に伴い、道路下の側道が広くなっています。
片側２車線となっている事に気付かないで、反対側車線を走る事例がありました。

２）側道交差点での事故多発（熱函入口信号、八ツ溝信号）等の横断歩道が、以前に
比べ長くなっています。その為、歩行中に信号が変わり、慌てた歩行者との接触
事故などがあります。

３）かんなみスポーツ公園の開園、現在は、テニスコートの利用が多い。家族連れで
遊べる芝生の広場もあります。夜間照明については、暫く待って下さい。

４）振り込め詐欺増加の問題。

２．各依頼

２－１函南町社会福祉協議会より
・一般会員の加入促進と会費の取りまとめのお願い。⇒ 管理センターにて取扱

２－２平成２６年度日本赤十字社より
・社費の納入及び社員加入の促進について ⇒ 管理センターにて取扱

２－３自治会活動保険加入申込み
・自治会活動、行事等で事故を起こした場合に支払われる保険。

①怪我等の傷害保険、 ②対人対物等の賠償責任保険
ダイヤランド区は、標準のコース
加入世帯数 ８００世帯、
区の保険料 ￥１０２，８８０－を納めます。

２－４「函南町タウンウオッチング」の募集
・函南町の施設を見て歩き、魅力を発見してもらう。

実施は、１１月２１日まで。（土・日・祝日を除く）
詳細は、環境美化文化部会より後日お知らせがあります。

２－５同報無線の試験放送
・６月５日（木） 午前１０時１５分頃より試験

緊急地震速報訓練
全国瞬時警報システム（J-ALERT)の全国一斉自動放送試験の実施

３．行事・会議等の開催

３－１消防・防災事業、交通安全事業等、会議への出席
日時 ５月２０日（火） １９：００～
場所 役場２ F 大会議室

３－２平成２６年度函南中学校「地区懇談会」開催
日時 ６月２７日（金） １９：００～
場所 農村環境改善センター（丹那小学校区）

３－３函南町水防訓練
日時 ６月２９日（日）
場所 かんなみスポーツ公園
備考 自主防災会長／丸山 出席予定

幹事・班長さんの中で、出席希望者は、丸山まで連絡願います。

１－２区長会・その他報告 ・・・・ 会長 丸 山 正 行
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１－１地区防災訓練の実施 ８月３１日（日）

１）ダイヤランド区としては、例年のように、地区別防災訓練を実施したいと考え
ています
４１号会報では、６月～７月の間となっていますが、訓練実施日は、各地区で
６月～８月の間で、地区幹事さんで相談して頂き、問題無い日に実施願います。
基本として土曜日、日曜日が良いと思っています。

訓練内容の中に以下２点について話合われることを希望します。

① 区民の会／会長が示した”基本方針「信頼と対話」”の説明
② 班長、幹事の引き受け手がいない事の改善案

基本的には、各地区毎の方針で
意見集約の上、書面にて報告して下さい。

１－２「防災対策検討委員会」の立ち上げ

１）防災倉庫の中に、本当に必要な備品、機材があるのか？
２）防火水槽が上方地区（標高４００ｍ以上地区）に無い。
３）発災時の避難施設の確保

・今すぐ出来ること・・・現在使用されている企業の保養所等の活用
・時間を掛けて検討・・・施設の建設

１－３函南町の防災マップの配布（全戸配布）
裏面の（我が家の安否連絡票）は、切り取り、発災時に活用して下さい。

１）新しい防犯キャップの配布。
防犯パトロールの方々（２０名）に配布。
キャップをかぶって、地区内を歩いて頂く事が、防犯につながります。
評判が、良ければ、役員、幹事、班長さんにも、配布し、地区内を歩く時には
かぶって頂く様に検討してゆきたいと思っています。

花上さん不在の為、公報部会長／川原が代理で、報告します。

１）６月８日（日）に「春のクリーン作戦」が実施されます。
これは、函南中学生とともに実施する行事です。

２）７月６日（日）に講演会が実施されます。
題名 「相続が争族にならないために」
講師 河合直美氏

行政書士／ファイナンシャルプランナー／消費生活アドバイサー

１－２部会活動報告
環境整備・交通安全部会 ・・・・・・・・ 部会長 藤田 宗久

１－２部会活動報告
環境美化文化部会 ・・・・・・・・ 部会長 花上裕子

１－３各部会活動報告
自主防災会 ・・・・・・会長 丸山 正行
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１）６月１５日に会報４２号を発行します。

２）内容は、定例会の内容と地区組織表の改訂版そして新しい配布物の配布方法

特にありません。

１）平成２６年度からの配布物（函南町／公報以外のもの）の配布方法の概要
３．の項目で、説明します。

２）夜間事務所（自主防災会事務所）の活用
夜間事務所の改装を管理センターにしてもらいました。
ここでは、①配布物の班別仕分け、②パソコンによる資料の作成、③小会議
等で利用する予定にしています。
出入り口には、掲示板を取付、区民の会関連の掲示をする予定です。

管理センター 夜間事務所／自主防災会事務所（区民の会作業場）

出典先： 南箱根ダイヤランド（株）ＨＰより

１－２部会活動報告
会 計 ・・・・・・・・ 責任者 古河 恵子

１－２部会活動報告
総務部会 ・・・・・・部会長（代行） 丸山 正行

１－２部会活動報告
広報部会 ・・・・・・・・ 部会長 川原 徳重



- 6 -

１）レストラン「森の里」の業務委託について

７月１日より、ファンスペース（株）（下記に説明）に委託すべく協議を進めて
います。
新規オープンに向け、臨時休業する場合は、決定次第連絡をもらいます。

Fun Space 株式会社の概要は下記の通りです。

商号 Fun Space 株式会社

設立 平成１７年 ５月 ２０日

代表取締役 鈴木茂

本社 東京都渋谷区代々木２－１８－３

資本金 ２億円

役員／従業員 ５７８人（２０１２年６月３０日現在）

事業内容 １）指定管理者制度にもとづく公の施設の運営管理
２）公共施設経営のコンサルタント
３）美術館・博物館・音楽ホール・健康増進施設の運営管理
４）施設空間・建設に関するコンサルタント
５）施設空間・建設企業のＭ＆Ａ
６）人材派遣事業
７）顧客満足度及び利用率向上に関する運用支援業務

備考 ２０１０年４月１日
函南町／「湯ートピアかんなみ」の指定管理開始

外、全国の多くの施設の指定管理運営をしています。
インターネットで検索ができる方は、検索してみてください。

FunSpace（株）のＨＰより

２）シャトルバス関連

①管理センター前バス停の風雨対策は、専門業者と協議します。

②大場付近のバス停（クリエイト前）に小屋や椅子を置けないかという相談
を受けましたが、小屋やイスは、置けないと云うことになりました。

「区民の会」会報４１号（５月１５日発行）に平成２６年度の地区組織表を掲載
しましたが、数カ所間違いがありましたので、改訂版の地区組織表を掲載します。

２地区と６地区の幹事さんの担当班が、大きく変更になりました。

１－２部会活動報告
特別委員会 ・・・・・・・・ 委員長 丸山 正行

２．改訂版２６年度地区組織表について ・・・・・・広報部会 川原 徳重
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１．はじめに

区民の会の会員へ配布される配布物として下記のものがあります。

１）函南町より配布されるもの
①函南町／広報（毎月１５日発行）
②函南町／議会だより
③クリーン函南（金券付）

２）区民の会内の発行物及び区長会経由で配布されるもの
①区民の会／会報（年５回発行）
②区民の会／お知らせ
③区長会経由で配布されるもの

・かんなみ社協だより
・日本赤十字社関連
・その他

中村圭一さんが、会長及び総務部会長兼任であった平成２５年度までは、２）の
配布物については、全てご自分で班別に分別し、幹事に配布されていました。
これは、大変な作業である為、平成２６年度から新しい配布方法で運用するように
しました。その説明を次にします。

２．函南町より配布されるものの配布方法（原則として毎月１５日発行）

１）函南町役場にて配布物印刷終了

２）自治会別に配布担当者（シルバー人材センター）が、各自治会内の配布担当者へ
配布（ダイヤランド区内の配布担当は、斉藤哲男さん）
配布物は、既に、班長名が記載された封筒に入っています。

３）斉藤哲男さんが、ダイヤランド区内の各班長さんに配布

４）各班長さんが、班内の各会員に配布

３．区民の会内の発行物及び区長会経由で配布されるもの
（可能な限り、１５日の配布に間に合わせるべく、準備します）

１）配布物の印刷が終了又は、区長が区長会で自治会内配布物を受け取る

２）区民の会事務所（夜間事務所）にて、総務部会員により、班別に分別作業
原則的に１４日、または月末実施が多い

３）班別に分別作業が終了したら、管理センターに持参

４）総務部会より地区担当役員に配布物の配布開始の連絡をします。

５）役員は、担当する地区の幹事に配布物受取開始日時を連絡します。
方法は、電話／ＦＡＸ／ポスト投函等

６）幹事は、管理センターに配布物を受取に行きます。
原則として、１５日又は、月末
管理センターから、配布物を受け取る時は、サインをして受け取ってください。

７）配布物を受け取った幹事は、班長へ配布します。

８）班長は、班内会員に配布します。

３．平成２６年度からの配布物の配布方法のお知らせ
・・・・・・広報部会 川原 徳重
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４．各地区幹事への連絡担当役員

花上裕子・・・１地区、５地区
川原徳重・・・２地区、３地区
丸山正行・・・４地区、７地区
古河恵子・・・６地区、８地区
藤田宗久・・・９地区、１０地区

５．「区民の会」会員では無い方への対応

５－１区民の会に入会されていない方、及び退会された方への配布物の対応について

区民の会に入会されている方々については、班長さんより配布物が配布されますが、
入会されていない方と退会された方については、配布物は、配布されません。

必要とされるものは、各自で入手して頂く事になります。

発行先 発行物名 発行回数 入手の 入手先例
可／不可

函南町役場 広報かんなみ １２回／年 可 町役場、管理センタ
町内公共施設
コンビニ、等

同上 けんこう田方 ４回／年 可 町役場

同上 グリーン函南 １回／年 可 注記：１
金券貼付配布物

同上 自主防災新聞 ３回／年 可 町役場

議会事務局 議会だより ４回／年 可 町役場

社会福祉協議会 社会福祉協議会 ６回／年 可 町役場
たより 社会福祉協議会

区民の会 「区民の会」会報 ５回／年 不可 入手できません。

同上 各部会 不定期 不可 入手できません。
お知らせ等

同上 自主防災会 不定期 不可 掲示板等
行事／お知らせ等

注記：１）定住者で「区民の会」では無い方で、クリーン函南（プール券付）を必要な
方は、各自、函南町／環境衛生課（電話 ９７９－８１１２）に連絡し
ダイヤランドの区民の会会員ではない旨を伝え、町役場から、直接郵送して
頂く様にしてください。

２）ダイヤランドには、区民の会が取り付けた掲示板が、１１箇所あります。
自主防災会等からのお知らせは、掲示板で確認願います。

３）管理センター発行の「枉顧」は、環境整備費を支払っておられる方へは、郵送
で配布されます。

４）①函南町に住民票があり、②区民の会の会則に同意される方で、
今後何かのきっかけで、「区民の会」への入会をご希望の方は、本部、又は
地区幹事、班長ご連絡頂ければ、ご入会を歓迎します。
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１．開催プログラム ［６月８日 （日）開催］

９：００ 丸山会長挨拶後、４班に分かれて、班別に調査ルートのゴミステーション
を回る。

１０：００ ダイヤランドホールに戻る。
函南中学生の各４班の各リーダーにゴミステーションの調査報告をして
もらう。（内容が整理された良い報告と思いました）

１０：２０ レクレーション開始（参加中学生 １３名）
函南中学生／１年生・・・・環境クイズ（よく調査したと思います）
函南中学生／２年生・・・・環境クイズ（よく調査したと思います）
函南中学生／３年生・・・・ビンゴ（楽しい一時でした）

３０回位で、ビンゴ１人出て、６０回位で
参加者全員ビンゴになったようです。

１１：００ 管理センター／管理課／草階泰弘氏の管理センターの業務内容及び
質疑応答

草階氏の話で、何故、管理センターが分別作業をしているのかがよく理解
できました。それは、当初、ダイヤランドのごみステーションのごみは
住民がごみの分別ができてなく、町が直接の回収ができないということで、
管理センターが間に入って分別をすることで、その分別されたものを、
町が回収するということになったとのことです。近くの行政間でも、
分別がされていないため、引取拒否を受けるところがありました。

１１：３０ 終了

４．「春のクリーン作戦」の開催報告 ・・・・・・広報部会 川原 徳重
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５．講演会のお知らせ ・・・・・環境美化文化部会 花上 裕子
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１．はじめに

その地域に住んでおられる住民の文化レベルがどの程度であるか・・というのを
調査する時、その地域のごみステーションを視察すると理解できることがよくあり
ます。函南町において、南箱根ダイヤランドは、別荘地として開発されて４０年経過
して、別荘者が１７００世帯、定住者が８５０世帯、土地所有者が１１００区画
あるということになっており、多くの方が他県から来られています。

その地区のゴミ行政の処理方法は、その地区の産業によって、ごみの種類と量及び
季節変化があるため、全国一律による処理方法では、うまくいきません。そのため
行政毎に、処理方法が異なります。

東京都の処理方法、横浜市の処理方法とそれぞれ異なります。

そのため、函南町では、函南町の産業構造に応じた焼却炉や分別方法で、ごみ処理を
実施しています。ごみ処理や工場の廃液処理等は、いかに分別が正確にできているか
で、処理を請け負えるかどうかが決まってきます。
分別が正しく出来てない場合、その後の処理で公害が発生する可能性が有るからです。

近くの行政地区で、ごみの焼却場を持っていないところが、近くの行政地区に処理
の依頼をした時、処理を開始後、しばらくして、分別が正しく行われていない為、
ごみ処理を拒絶されたところがあり、大変困り、地区の住民の方とともに分別の徹底
をして、再度依頼したということは、記憶に新しい成り行きです。

ダイヤランドでは、他の地区から来られた方が殆どであり、このような自然環境では
自分で環境を維持管理しなければならないという意識が、必要ですが、薄い方も
おられるようです。
区民の会では、２００９年より、管理センターがデータとして取っている”各ゴミ
ステーションでの指定袋への入替枚数”を見せて頂きながら、統計を取ってきました。

この内容により、どのゴミステーションがひどいか、または季節変化を理解すること
ができますので、その概要を説明致します。

２．２０１３年度の統計より把握できること

２０１３年度の入替枚数のワースト１０は、下記の通りです。

WORST ごみステーション 年間指定袋

順位 No 入替枚数

１ ３ ８５０

２ ３０ ７８８

３ ２ ７０９

４ ７ ６９３

５ ３１ ６４７

６ ３７ ５９８

７ １６ ５８４

８ １７ ５７４

９ １１ ５１６

１０ １８ ５１３

２００１３年度の合計は、１１，９０７枚です。

６．平成２５年度のゴミステーションのごみ袋入替枚数の報告
・・・広報部会 川原 徳重
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燃やせるごみで、ゴミ袋を指定ごみ袋に入替えをしなければならない対象のものは、
①函南町でない市町のごみ袋を使用している。

（東京都／横浜市／川崎市等も含む）
②レジ袋を使用している。
③段ボールに燃やせるごみを入れている
④燃やせるごみの中に燃やせないごみが入っている（抜く作業が必要です）

函南町の他の自治会でこのような状態であった場合、町は、引き取りません。
ダイヤランドでこの状態であった場合は、イタリアのナポリのように汚いゴミの
山になることを意味しています。（現在はきれいになっているとのことです）

これは、春のクリーン作戦で、管理センターの草階氏が、お話しされたように
ダイヤランドでは、当初からごみが分別されていないため、函南町からキャンセル
をされため、管理センターの専任者より分別をして頂く事によりなんとか、町で、
処理をして頂いていることになります。

３．２００９年からの統計でどのゴミステーションが慢性的に問題なのかがわかります。

Worst ２００９年 ２０１０年 ２０１１年 ２０１２年 ２０１３年
順位

１ Ｎｏ．３ Ｎｏ．３０ Ｎｏ．３ Ｎｏ．３０ Ｎｏ．３

２ Ｎｏ．３０ Ｎｏ．３ Ｎｏ．３０ Ｎｏ．３ Ｎｏ．３０

３ Ｎｏ．２２ Ｎｏ．２２ Ｎｏ．３１ Ｎｏ．７ Ｎｏ．２

４ Ｎｏ．３２ Ｎｏ．３１ Ｎｏ．７ Ｎｏ．５ Ｎｏ．７

５ Ｎｏ．７ Ｎｏ．３５ Ｎｏ．２２ Ｎｏ．３１ Ｎｏ．３１

合計枚数 10,345 9,533 11,535 12,929 11,907

10 ヶ月統計

この統計から理解できるように毎年１０，０００枚以上のゴミ袋が入替用に使用
されていることになります。

そして、５年間を合計して WORST ５に入っているゴミステーションは、下記の
通りです。

これから、判断するとＮｏ，３０と Ｎｏ． ゴミステーションＮｏ．と
Ｎｏ．３が群を抜いて多い数になって 入替枚数／５年間
います。

１ Ｎｏ．３０ ４，１９９枚
この結果は、不法投棄にも関係して

います。 ２ Ｎｏ．３ ４，１５５枚

丹那駐在所の竹内巡査部長との話では ３ Ｎｏ．７ ３，０７２枚
不法投棄を発見した時は、１回でも
知らせてほしいとの事でした。 ４ Ｎｏ．３１ ２，９４１枚

その時は、車のナンバーと顔写真が
必要になりますので、防犯カメラの設置 ５ ＮＯ．２２ ２，６４３枚
が必要となります。

管理センターでは、今年度の予算で、まず１台設置することになっているとのこと
なので、ぜひこの資料をベースに検討して頂きたいと思っています。
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丹那駐在所の竹内良賢巡査部長からお預かりした「玄岳だより」を掲載します。

７．玄岳だより ・・・丹那警察官駐在所 竹内 良賢
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１．地域自治会の重要性を再検討してみませんか

私達が、定住している地域で安全にそして安心して住め、そして健康な生活をする
ためには、同じ環境で住んでいる住民が、協力しながらコミュニケーションを取り、
心を１つにして良い住環境を維持するために努力する必要があると思っています。
その１つが、地域の自治会と思います。ダイヤランドは、函南町の管理地がいくつ
かあり、その施設（道路／水道設備、等）を管理維持する為に、予算を組んでいます。
その管理維持の窓口が、地域の自治会である「区民の会」です。行政において、
地域住民団体の意見は大変重要です。自治会もその１つです。

特に災害時には、住民の協力による自治会の活動が、大きくものをいうことは、
近年発生した災害でご理解頂けているものと思います。

最近は、ダイヤランド内でも、災害時の避難地の問題にもフォーカスが当てられて
きました。自宅が被災した時は、これはこれで、大切と思っており、検討していか
なければならない問題と思っています。
しかし、今迄、多くの老人（自分もその域に入りましたが）の方々にお会いして
わかったことは、老いて今迄と違う環境で住むことが、大きなストレスとなり、その
心労は、心身に大打撃を与えるようです。

そのためにも、避難地候補探しは、自治会である区民の会、管理センター側で検討
して頂きながらも、住民の方々は、

自宅の①土地（土壌）の耐震性の確認と補強
②建物の耐震性の確認と補強（特に１９８１年以前の建物）、
③家財の安定性の確認と補強、
④非常時の対応（水、食料、その他）の確認と補強
⑤非常時の持ち出し品のリストと準備、
⑥災害時における家族間での約束事の徹底、

等を再度確認しておくこともダイヤランドに住んでいる住民として、大変重要と
思っています。まずは、今できることから、順次実行していくことが重要ではない
でしょうか。人任せではなく。特にダイヤランドのような森林環境では・・重要です。

災害は、すぐ発生するかもしれませんので・・・・

次回の会報４３号の発行は、８月１５日の予定です。

ダイヤランド区民の会／ホームページの閲覧手続きは、下記の通りです。

１）「ダイヤランド区民の会」で検索
又は、[http://dialand.jp/] を入力

２）
かんたんログイン

はこちら！
をクリック

３）４つの数字を入力 このパスワードは
１７３９ ２０１５年まで有効です。

４）区民の会のホームページを閲覧できます。
まだ、投稿はできません。今しばらくお待ち下さい。

会報「ダイヤランド区民の会」 第４２号 発行 区民の会 広報部会
編集責任者 川 原 徳 重
Tel/Fax 055-974-1542

２０１４年 ６月 １５日 発行 印刷 有限会社 日進印刷

８．編集後記 ・・・・・ 広報部会 川原徳重
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